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１　研究の概要（背景・目的等）
　岩手県は観光復興のための施策として、短期的には三
陸鉄道や三陸復興道路といった交通インフラや観光施設
の早期復旧を進めつつ、震災直後に登録された平泉世界
遺産を復興のシンボルとしたデスティネーションキャン
ペーンを展開しながら、内陸部から三陸沿岸部への誘客
に努めてきた。こうした取り組みの結果、平成26年度に
おける県全体の観光入込客数が概ね震災前の水準まで回
復しているが、依然として三陸地域においては８割程度
の回復に留まっている（岩手県復興局「いわて復興の歩
み2011-2015」より）。 
　県の復興計画によると、これまでの復興期前半におい
ては被災した観光関連施設の復旧・再生に主眼をおいて
きたが、復興期後半においては、広域で観光地域づくり
プラットフォームを形成し、将来を見据えた三陸観光の
再生を進めることとしている。その際、震災を契機とし
て創出された三つの観光資源「三陸復興国立公園とみち
のく潮風トレイル」「復興ツーリズム」「三陸ジオパ
ーク」の活用を三陸一体となって取り組む必要があり、
地域観光の旗振り役となる日本版DMO (Destination 
Marketing /  Management Organization)[1]に対する期
待が高まっている。
　DMO形成は地域観光のマーケティング力とマネジメ
ント力の強化が狙いとなるため、地域間競争も見据えた
情報の利活用が重要なテーマとなることが海外の先行
研究レビュー[2]等より読みとることができるが、DMO
の概念自体が日本に導入されてまだ日も浅いことから、
DMO設立に係る組織運営等で手一杯であり、そこでの
情報の戦略的利活用については議論が十分に及んでいな
い可能性がある。
　本研究では、被災地である三陸の地域特性を踏まえ、
DMOにおける情報の役割を整理し、戦略的利活用の方
向性について明らかにすることを目標とする。
２　研究の内容（方法・経過等）
　日本版DMOとは「地域の「稼ぐ力」を引き出すとと
もに地域への誇りと愛着を醸成する「観光地経営」の視
点に立った観光地域づくりの舵取り役として、多様な関
係者と協同しながら、明確なコンセプトに基づいた観光
地域づくりを実現するための戦略を策定するとともに、
戦略を着実に実施するための調整機能を備えた法人」と
定義され、およそ図１に示す役割を担うことが期待され
ている[1]。マーケティング・マネジメント対象とする
エリアの単位によって、広域連携DMO（複数の都道府
県に跨るエリア）、地域連携DMO（複数の市町村に跨
るエリア）、地域DMO（単一の市町村エリア）に大別
できる。三陸地域においては、三陸13市町村を対象とす
る地域連携DMO（さんりく基金）、宮古市を対象とす
る地域DMO（宮古観光文化交流協会）の２つが候補法
人として登録済みである。
　本研究では三陸地域を対象に、次の手順で調査研究を
実施した。
⑴DMO先進地域の事例調査よる情報・ICTの役割の整理
　DMOの役割のうち、特に情報の利活用が重要となる
マーケティング、プロモーション、インバウンド対応、
ワンストップサービス、人材育成を中心に他県の先進2
地域（地域連携DMOと地域DMO）に対するヒアリング
調査を実施した。加えて、平成27年度観光庁「観光地域
経済の見える化推進事業」の全国５モデル地区の一つに
選定された平泉町についても、DMO未設立の地域では
あるが同様の調査を行った。
⑵被災地特有の情報の利活用に関する調査
　まず、さんりく基金の協力を得ながら、被災地である
三陸の観光地域特性とDMO形成に向けた課題について
把握した。次に被災地特有の観光情報の発信と利活用
について調査した。政府が提供するDMO支援ツール群
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＜要　旨＞
　本研究では、三陸の地域特性を踏まえ、DMOにおける戦略的利活用の方向性について明らかにすることを試みた。
まず、DMO先進地域の事例調査を踏まえて情報の役割を整理し、復興過程にある三陸地域特有の情報利活用の現状に
ついても把握した。これらを踏まえて、今後の三陸DMO形成における情報の戦略的利活用の在り方について研究会を
３回開催し、DMO関係者を含め広く議論を重ねた。DMO形成はまさに始まったばかりであり、DMO間連携における
情報的な課題も含めて、更に継続的な調査・分析が望まれる。
図１　日本版DMOの役割
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（表１）は、DMOの基礎的な役割を支援するものであ
り、地域特性や地域固有の課題解決に資する機能は提供
していない。三陸地域特性を反映した事例として、「復
興ツーリズム、三陸ジオパーク、潮風トレイル」や「三
陸鉄道」の活用に資する情報システムを中心に事例の収
集・分析を進めた。
⑶地域特性も踏まえた情報の戦略的利活用の在り方検討
　観光情報学会いわて観光情報学研究会との共催による
DMO関係者を交えた研究会を３回開催し、情報の戦略
的利活用に向けた方向性について議論を重ねた（表２、
図２）。特に第２回の研究会では、研究経過を広く地域
に公表しフィードバックを得る機会とした[3]。
　
⑷他のDMOとの連携に関する考察
　真の広域観光を進めるうえで、広域連携DMO、地域
連携DMO、地域DMOとの縦横のネットワーク化は不可
避であり、その際の情報面の役割分担は新たな課題にな
るものと考える。県内では多くのDMO設立が現在検討
されていることから、研究費をH29年度に繰り越して調
査を継続中である。
３　これまで得られた研究の成果
　被災地である三陸の地域特性を踏まえ、DMOにおけ
る情報の戦略的利活用の在り方について次のように考え
る。
　第一に、広域でのマーケティング基盤の確立を急ぐ必
要がある。政府が提供する無償の汎用的な支援ツール
（表１）はいずれも有用であるが、地域特性を考慮した
データ収集・分析にはおのずと限界がある。より適切な
KPIの設定とそれに基づく観光地経営のPDCAサイクル
の確立を図るうえでターゲットとなる観光客層のマーケ
ティングデータを継続的に収集・分析するためのデータ
基盤が重要となろう。方策の一つとして、鉄道やバス乗
り放題と現地施設割引をセットとしたエリア共通カード
の導入が考えられる。既に幾つかの先進地域DMOでは
単なる周遊把握のみならず顧客管理(CRM)とプロモーシ
ョンツールを兼ねた戦略的な取り組みも行われている。
　第二に、三陸の新たな観光資源（復興ツーリズム、三
陸ジオパーク、みちのく潮風トレイル）を融合した広域
観光周遊支援の充実が求められる。現在公開されている
Webサイトを調査した範囲では、個々の観光資源ある
いは単一市町村に限定した情報提供に留まっていること
から、三陸エリア全体での問合せ・情報提供・予約のワ
ンストップ化が強く望まれる。
　第三に、二次交通情報や観光情報、イベント情報を
オープンデータ化することで、JR山田線の移管に伴い
「日本一長いローカル鉄道」となる三陸鉄道をキーとし
た広域プロモーションに繋げる。商用も含め二次利用が
可能なライセンス形態でこれらのデータを公開すること
で、企業や鉄道マニアによる周遊アプリの開発などが期
待され、二次交通利用に係る不便さの解消にも繋がるで
あろう。
　第四に、eラーニングと集合型を組み合わせたブレン
ド型研修によるマーケティング人材の育成強化を図る。
持続可能なDMO形成を図るうえでもデジタル化に対応
できるCMO(Chief Marketing Officer)やスタッフの育成
を戦略的に進める必要がある[4]。地元大学との連携で
講座を運営する形態が一般的であるが、地理的、時間的
な制約から、各DMOが実施する研修を大学側が資格認
定等で後方支援する形態なども考えられる。
４　今後の具体的な展開
　DMO形成はまさに始まったばかりであり、今回の研
究だけでは当初の研究課題に対して十分な結論を得るに
至っていない。特に隣接するDMOや多層的なDMO間連
携については引き続き調査を進めているところである。
DMO間の連携は、インバウンド対応、県内陸部から三
陸への周遊、三陸防災復興博（仮称）など、取り組む課
題に応じて、適宜ネットワーク化が図られるものと思わ
れる。このような視点で更に分析と考察を行なう予定で
ある。
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